












 

目的 

 上記のモニタリングの意義を考慮して,本研究の目標を以下のように設定した。 

1)いろいろな原因や程度をもつ精神遅滞児を発見するのにどのような機関がもっとも有効

かを明らかにする。 

2)原因の可能性を思わせる病史(リスク要因),発達期の臨床徴候(リスク徴候)のなかから,

臨床的早期発見のマーカーとして有用な項目を選択する。 

3)精密な検査を併行して現在明らかにできる限りの原因分析を実施し,精神遅滞の原因別

頻度を知る。 

4)原因と臨床徴候の関連において同一原因に対応する徴候の変異を明らかにする。 

5)数ヵ所の選択された地域における疫学的な調査を行い,また,従来報告されてきた内外の

調査成績と比較し,その異同について明らかにするとともに,年次別変動についてのデータ

ーべ一スをつくるための基礎資料にする。 

6)病史,徴候を含み合理的に診断を行うためのコンピューターのプログラムを開発し,多数

の奇形症候群などの診断サービスのベースを試作する。 


